




はじめに

　岸和田市の中心的な文化遺産である「岸和田城跡」にある、「八陣の庭」が、

平成 26 年 10 月 6 日、国の名勝に指定されました。喜びと同時に「どうして現代

庭園である八陣の庭が」という思いを抱きました。

しかし、戦後、児童公園の計画がだされた城跡をまもるため、市長が、当時の

最高の作庭家である重森三玲氏に設計施工を依頼し、この庭が現在まで城と共に

あることに価値があると指定に至る経緯を伺ったとき、得心致しました。庭園が、

岸和田城 400 年の歴史に連続性をもたらし、その歴史的重層性が今回の指定の根

幹にあることを学びました。

このたび、国指定名勝「岸和田城庭園（八陣の庭）」の保存活用計画を刊行す

る運びとなりました。計画には、岸和田城と庭園の歴史をさらに将来へと引き継

ぐために必要な基準が明示されています。作庭の経緯、そして、庭園の価値、現

状、保存に向けての課題、大綱となる５つの基本方針、それを受けて、この庭を

どのように保存、管理、活用していったらよいのかを定めています。

こうした文化遺産を後世に引き継ぐことは、現代に生きる者の責務です。文化

財の継承は、郷土愛を育くみ、地域の核となり、観光や岸和田の周知に必須なも

のです。

また、文化財の継承は、行政だけの責務ではなく、多くの皆様のお力添えが必

要です。この計画が文化財の継承の一助になれば幸いです。

文末になりましたが、本計画を策定するにあたり、策定委員の先生方、文化庁

や大阪府、本市関係各課には、様々なご支援・ご指導・ご尽力をいただきました。

ここに深く感謝を申し上げ、ごあいさつとさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岸和田市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　樋口利彦



例　言

１．本書は、大阪府岸和田市岸城町に所在する名勝岸和田城庭園（八陣の庭）の保存活

用計画書である。

２．本計画の策定は、平成 28 年、29 年度に岸和田市教育委員会が国庫補助金の交付を

受けて実施した。

３．本計画は、「岸和田城庭園（八陣の庭）保存活用計画策定委員会」を設置して計画

内容について審議を行い、関係機関、関係各課等との調整を経て策定したものであ

る。 

４．策定に関わる事務は、岸和田市教育委員会生涯学習部郷土文化室が担当した。

５．本計画の策定あたっては、文化庁文化財部記念物課、大阪府教育庁文化財保護課よ

り多大なご協力とご助言を賜った。
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